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令和４年４月 対前年比

保育所等利用申請者数(A) 73,538人
※過去最多

＋1,011人

利用児童数(B) 70,601人
※過去最多

＋916人

保留児童数(A) ‐(B) 2,937人 ＋95人

待機児童数 11人 ▲5人

令和４年４月の待機児童数の状況



令和４年４月 対前年比

保留児童数 2,937人 ＋95人

育児休業の延長希望の方※ 1,290人 ＋166人

上記以外の方 1,647人 ▲71人

令和４年４月の保留児童の状況

※育児休業の延長希望の方
育児休業は原則として、子が１歳に達するまで取得できるが、
保育所等に入れない場合等に限り、最長２歳に達するまで延長が可能。
（育児休業を延長するには、保留児童になることが条件）

→本市では、子どもが２歳になるまでは、自由に育児休業を取得でき
る制度とするよう、国に継続して要望。



令和４年４月の年齢別の状況

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計

待機
児童数

4人 5人 2人 0人 0人 0人 11人

保留
児童数

697人 1,654人 364人 142人 54人 26人 2,937人

うち、
育児休業
延長希望
以外の方

257人 889人 301人 125人 49人 26人 1,647人

16% 54% 18% 8% 3% 2% -

※保留児童（育児休業延長希望以外の方）の割合は、年齢ごとに四捨五入して算出



（１）既存施設の活用

・定員増のための保育室の改修・物品購入への補助

★３～５歳児空き定員を活用した１歳児枠拡大への補助

★中規模な改修に伴う１・２歳児枠拡大に補助を加算

・幼稚園等での預かり保育への補助

（２）新規施設の整備

・受入枠が不足するエリアに認可保育所・小規模保育
事業を整備

待機児童・保留児童対策の取組①

■1,290人分の受入れ枠の確保
（★：令和４年度の新たな取組）



■保育者の確保、質の確保・向上

待機児童・保留児童対策の取組②

★インスタグラムを活用したPR強化

★離職防止のための社労士による相談窓口の設置

・保育士の宿舎借り上げに対する助成

・経験年数７年目以上のすべての保育士等への処遇改善

★医療的ケア児受入れのためのガイドラインの策定と、

看護師雇用経費の補助拡充

（★：令和４年度の新たな取組）


